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コケ植物と菌類との関わりについて
-コケ植物から得られる知見を様々な産業分野への応用をめざして-

●研究概要
コケ植物がもつ様々な機能について蘚苔類病理学

（Bryopathology)および植物生理学的観点から着目し、研
究を行っています。特に、コケ植物の病原菌に対する防御
戦略の解析に重点をおいています。
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コケ植物の植物病原菌に対する防御戦略の解析
コケ植物（セン類、タイ類、ツノゴケ類）は高等植物よりも進化的に低い位置
にありますが、コケ植物の群落が病原菌に感染して全滅する例はみたこ
とがありません。植物に病気を引き起こす病原菌はそのほとんどが糸状菌と
よばれるカビです。自然界では多数のカビの胞子がコケ植物の葉表面に落
下しているはずです。その中にはコケ植物に対して病気を引きこすものも存
在するでしょう。でもコケ植物群落が病原菌に感染し枯死・全滅した例はみた
ことがありません。なぜでしょうか？これはコケ植物がもつ体制の「単純さ」
が高等植物とは異なる独自の防御戦略として機能していると思われます
（図1）。

● 研究テーマ

植物病原菌の感染機構からコケ植物の防御戦略を解明する

図1. 研究に使用しているコケ植物
（ヒメツリガネゴケ（上）とゼニゴケ（下））

植物病原菌のコケ植物への感染行動を明らかにする
コケ植物に対する病原菌の感染行動の解析はほとんど行われていません。
私達はコケ植物に病原菌を接種し、病原菌がどのような感染行動を起こす
のかを様々な種類の顕微鏡を用いて観察を行い、コケ植物と病原菌との相
互応答についての研究を行っています。

植物病害防除への物理的（静電場）防除法の開発

物理的手法（静電場など）による病害虫防除システムの開発
他学部との共同研究で、さまざまな場所•分野で実用できる効果的な病虫
害の防除法の研究も行っています。特に静電場を利用した病害虫防除技
術は新しい物理的防除技術として期待されています。
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